
(57)【要約】

【課題】　容易に被投薬動物の口内奥深くに挿入でき、

投与した薬剤を確実に嚥下させることができるようにす

る。

【解決手段】　グリップ部▲Ｇ▼と、先端に薬剤保持部

▲Ｈ▼を設けた頚管部▲Ｎ▼と、グリップ部▲Ｇ▼の中

のシリンダ部▲Ｃ▼と、その中のピストン部▲Ｐ▼と、

ピストン部▲Ｐ▼に取り付けて頚管部▲Ｎ▼に挿通し、

先端部を薬剤保持部▲Ｈ▼に臨ませた、薬剤を押し出す

ロッド▲Ｒ▼とからなり、かつ前記ピストン部▲Ｐ▼は

、これをグリップ部▲Ｇ▼の外側から駆動するレバー▲

Ｌ▼を備えている動物用経口投薬器。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 グ リ ッ プ 部 ▲ Ｇ ▼ と 、 先 端 に 薬 剤 保 持 部 ▲ Ｈ ▼ を 設 け た 頚 管 部 ▲ Ｎ ▼ と 、 グ リ ッ プ 部 ▲
Ｇ ▼ の 中 の シ リ ン ダ 部 ▲ Ｃ ▼ と 、 そ の 中 の ピ ス ト ン 部 ▲ Ｐ ▼ と 、 ピ ス ト ン 部 ▲ Ｐ ▼ に 取 り
付 け て 頚 管 部 ▲ Ｎ ▼ に 挿 通 し 、 先 端 部 を 薬 剤 保 持 部 ▲ Ｈ ▼ に 臨 ま せ た 、 薬 剤 を 押 し 出 す ロ
ッ ド ▲ Ｒ ▼ と か ら な り 、 か つ 前 記 ピ ス ト ン 部 ▲ Ｐ ▼ は 、 こ れ を グ リ ッ プ ▲ Ｇ ▼ の 外 側 か ら
駆 動 す る レ バ ー ▲ Ｌ ▼ を 備 え て い る 動 物 用 経 口 投 薬 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 動 物 用 経 口 投 薬 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ４ は 、 ペ ッ ト と し て 飼 育 さ れ て い る 小 動 物 （ 犬 ・ 猫 ・ 兎 等 ） に 疾 病 治 療 及 び 予 防 等 の
目 的 で 経 口 投 薬 す る 場 合 に 使 用 さ れ る 従 来 の 小 動 物 用 経 口 投 薬 器 （ 以 下 、 投 薬 器 ） を 示 す
。 そ の 全 体 の 形 状 は 直 線 形 で 、 先 端 部 に 薬 剤 保 持 ▲ Ｃ ▼ を 設 け た 外 管 ▲ Ａ ▼ と 、 そ の 中 に
挿 入 さ れ て い る 内 筒 ▲ Ｂ ▼ と よ り 構 成 さ れ て い る 。 前 記 内 筒 ▲ Ｂ ▼ は 、 薬 剤 保 持 部 ▲ Ｃ ▼
に 保 持 さ れ た 薬 剤 を そ の 軸 方 向 に 押 し 出 す 操 作 部 と な っ て い る 。 （ 特 許 文 献 １ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 投 薬 器 は 、 上 述 の 構 成 と な っ て い る の で 、 例 え ば 猫 に 投 薬 す る 場 合 、 図 ５ に 示 す
よ う に 猫 の 頭 上 か ら 頭 部 を 握 り 押 え 、 鼻 先 を 真 上 に 向 け て 開 口 さ せ 、 投 薬 器 を 正 面 か ら 口
内 の 奥 深 く 挿 入 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 　 実 開 昭 ５ ５ － １ ５ ６ ７ ２ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 投 薬 器 は 薬 剤 を 食 餌 と と も に 投 与 で き な い 場 合 、 あ る い は 用 手 投 薬 の 不 可 能 な 場 合 に 使
用 す る 。 し か し 従 来 の 投 薬 器 の 場 合 、 図 ５ の 猫 の 例 の よ う に 頭 上 よ り 頭 部 を 握 り 押 さ え て
、 強 制 的 に 保 定 す る の で 、 拒 否 反 応 を 起 し て し ま う 。 さ ら に は こ の 様 な 棒 状 の 投 薬 器 を 目
視 さ れ る 正 面 か ら 口 内 に 挿 入 す る た め 、 不 安 感 、 違 和 感 に よ り い ら だ ち 、 前 肢 で こ れ を 払
い の け よ う と す る 。 こ の た め 、 う ま く 投 薬 で き な い 。 か か る 事 態 は 、 経 口 投 薬 に よ る 継 続
的 加 療 を 行 え な い も の と し 、 生 死 さ え 分 け る も の で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 の 問 題 点 を 考 察 す れ ば 、 投 薬 器 を 用 い て の 経 口 投 薬 を 容 易 、 確 実 な も の と す る に は
、 体 躯 や 頭 部 の 強 制 的 保 定 を 必 要 と せ ず 、 被 投 薬 動 物 に 投 薬 器 具 を 目 視 さ れ ず 、 す ば や く
口 内 奥 深 く 挿 入 で き れ ば よ い 。
　 そ こ で 本 発 明 は 、 強 制 的 保 定 を 必 要 と せ ず 、 投 薬 器 を 目 視 さ れ な い 位 置 か ら 口 内 奥 深 く
挿 入 で き 、 す ば や く 投 薬 で き る 動 物 用 経 口 投 薬 器 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 動 物 用 経 口 投 薬 器 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 グ リ ッ プ ▲
Ｇ ▼ と 、 先 端 に 薬 剤 保 持 部 ▲ Ｈ ▼ を 設 け た 頚 管 部 ▲ Ｎ ▼ と 、 グ リ ッ プ 部 ▲ Ｇ ▼ の 中 の シ リ
ン ダ 部 ▲ Ｃ ▼ と 、 そ の 中 の ピ ス ト ン 部 ▲ Ｐ ▼ と 、 ピ ス ト ン 部 ▲ Ｐ ▼ に 取 り 付 け て 頚 管 部 ▲
Ｎ ▼ に 挿 通 し 、 先 端 部 を 薬 剤 保 持 部 ▲ Ｈ ▼ に 臨 ま せ た 、 薬 剤 を 押 し 出 す ロ ッ ド ▲ Ｒ ▼ と か
ら な り 、 か つ 前 記 ピ ス ト ン 部 ▲ Ｐ ▼ は 、 こ れ を グ リ ッ プ 部 ▲ Ｇ ▼ の 外 側 か ら 駆 動 す る レ バ
ー ▲ Ｌ ▼ を 備 え て い る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 の 動 物 用 経 口 投 薬 器 に よ れ ば 、 強 制 的 保 定 な く し て 、 器 具 を 目 視 さ れ ず 、 薬 剤
保 持 部 を す ば や く 口 内 奥 深 く に 挿 入 で き る 形 状 を も ち 、 薬 剤 の 嚥 下 効 果 を 高 め る 水 も 同 時
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投 与 で き る の で 、 誰 も が 容 易 、 確 実 に 経 口 投 薬 が 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 の 側 面 図 、 図 ２ は そ の 断 面 図 で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ２ に お い て 、 ▲ Ｇ ▼ は グ リ ッ プ 部 、 ▲ Ｎ ▼ は グ リ ッ プ 部 ▲ Ｇ ▼ か ら 伸 び る 頚 管 部 で あ
り 、 そ の 先 端 が 薬 剤 保 持 部 ▲ Ｈ ▼ と な っ て い る 。 ▲ Ｃ ▼ は グ リ ッ プ 部 ▲ Ｇ ▼ の 中 の シ リ ン
ダ 部 ▲ Ｃ ▼ で あ る 。 ▲ Ｒ ▼ は ピ ス ト ン 部 ▲ Ｐ ▼ に 取 り 付 け て 頚 管 部 ▲ Ｎ ▼ に 挿 通 し 、 先 端
部 を 薬 剤 保 持 部 ▲ Ｈ ▼ に 臨 ま せ た 、 薬 剤 を 押 し 出 す ロ ッ ド で あ る 。 ▲ Ｌ ▼ は グ リ ッ プ 部 ▲
Ｇ ▼ の 外 側 か ら ピ ス ト ン 部 ▲ Ｐ ▼ と 、 ロ ッ ド ▲ Ｒ ▼ を 駆 動 す る レ バ ー で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 に 本 器 の 操 作 法 を 説 明 す る 。 ま ず 、 投 薬 器 の 投 薬 準 備 を 図 ２ で 説 明 す れ ば 、 薬 剤 保 持
部 ▲ Ｈ ▼ を 水 中 に 入 れ 、 レ バ ー ▲ Ｌ ▼ を 手 前 に 引 き シ リ ン ダ ー ▲ Ｃ ▼ 部 内 と 頚 管 部 ▲ Ｎ ▼
内 に 貯 水 さ せ る 。 レ バ ー ▲ Ｌ ▼ の 調 節 操 作 で 水 量 は 加 減 で き る 。 貯 水 後 、 薬 剤 を 薬 剤 保 持
部 ▲ Ｈ ▼ 内 に 先 端 よ り 押 し 込 み 、 投 薬 器 の 準 備 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 つ い で 、 猫 に 投 薬 す る 場 合 を 例 に 説 明 す れ ば 、 図 ３ に 示 す よ う に 猫 を 膝 の 上 に 置 き 、 片
方 の 手 で 猫 の 尾 側 か ら 体 を 抱 え る よ う に 首 よ り 下 あ ご に か け て 支 え も つ 。 そ し て 本 投 薬 器
を も う 一 方 の 手 で 後 方 よ り 猫 の 口 の 側 方 か ら 口 内 に 挿 入 し て 、 レ バ ー を 押 し 上 げ て 薬 剤 と
水 を 同 時 に 投 与 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 述 の よ う に す れ ば 、 不 安 感 や 違 和 感 も 軽 減 さ れ 抵 抗 さ れ る 事 も な く 、 ま た 、 口 の 側 方
か ら 投 薬 器 を 挿 入 す る の で 容 易 に 口 内 の 奥 深 く に 薬 剤 を 投 与 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、
薬 剤 投 与 と 同 時 に 水 も 投 与 で き る の で 咽 頭 部 が 刺 激 さ れ 確 実 に 薬 剤 を 嚥 下 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 　 実 施 例 の 動 物 用 経 口 投 薬 器 の 斜 視 図
【 図 ２ 】 　 実 施 例 の 動 物 用 経 口 投 薬 器 の 断 面 図
【 図 ３ 】 　 実 施 例 の 動 物 用 経 口 投 薬 器 の 使 用 状 態 を 示 す 斜 視 図
【 図 ４ 】 　 従 来 の 動 物 用 経 口 投 薬 器 の 側 面 図
【 図 ５ 】 　 従 来 の 動 物 用 経 口 投 薬 器 の 使 用 状 態 を 示 す 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
　 　 Ｃ 　 シ リ ン ダ 部
　 　 Ｇ 　 グ リ ッ プ 部
　 　 Ｈ 　 薬 剤 保 持 部
　 　 Ｌ 　 レ バ ー
　 　 Ｎ 　 頚 管 部
　 　 Ｐ 　 ピ ス ト ン 部
　 　 Ｒ 　 ロ ッ ド
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(4) JP 2005-296577 A 2005.10.27



【 図 ５ 】
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